
 

長崎県公立高校入試徹底分析【英語】 
 
【形式・難易度】 
試験時間 50分 配点 100点 

問題構成 

リスニング・対話文・広告読解・長文読解の大問４題構成。 
配点はリスニング25点、対話文18点、広告は27点、長文30点。うち英作文の配点が18点を占め
る。 
100点のうち記述問題で45点と約半分を占めている。大問3の広告問題は短時間で必要な情報
を読み取る技能が求められ、50分で解くとなると時間配分が重要である。英作文は2025年より語
数が増え、20語以上が1問、10語以上が1問となっている。 

 
 令和8年度(2026)  令和7年度(2025)  令和6年度(2024) 令和5年度(2023) 令和4年度(2022)  

問題量（A４で） 8ページ分 8ページ分 8ページ分 8ページ分 8ページ分 

小問数 30問 31問 27問 34問 31問 

論述問題の数 7問 7問 7問 8問 8問 

論述問題配点 35点 35点 34点 33点 35点 

受験者平均点 非公開 非公開 非公開 非公開 非公開 

 
【出題の傾向と対策】 
①リスニングは、問1～3の3題構成。問1は流れる英文に合う絵を選ぶ問題。B：問2は流れる英文の質問に答

える問題。問3は長めの英文が流れ質問に答える問題。問3には記述問題がある。 

 

　記述部分は少ないので、問題が始まる前に日本語をしっかり読んでおけば正解できる。 

②広告問題は広告から情報を正確に読み取り、答える問題。○で囲っているように何について聞かれている

　か必ずチェックを入れることでミスがなくなる。 

 



 
 

　　 よくある金額を聞く問題や日付、時間などの条件がある問題。設問の条件をしっかり確認して、広告から探
す！しっかりキーワードになるところをチェックすればミスはなくなる。 
 
③英作文は、対話文内に下線があり、それに対して答える問題。今回の入試から内容を考えるヒントが与え  
　られた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
　必ず主語・動詞を使って文章を書く。少しでもミスを減らすように、簡単な単語、文法を使い確　実に得点に

する。 
 
　【総括】 
　近年長崎県公立高校入試は基本的な問題を問われることが多いです。しかし、語数、設問数など　を考え

ると時間内に解き終わるために練習が必要です。正確に読む、解くはもちろんですが、制限　時間内に解き

終わるためにタイマーなどを使用し練習を行ってください。 
 
 
 
 
 


